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A．目的 

本研究の目的は、義肢における完成用部品の選択

に際し部品の比較検討の基礎となる情報のうち、特

に機能と価格に関する情報を提供することにより、

持続的で、適切な補装具選択環境構築に資すること

にある。 

 

＜背景＞ 

近年財政状況が厳しいなか、障害福祉制度も必要な

財・サービスを持続可能な形で供給する必要がある

と考えられる。厚生労働省の社会保障審議会障害者

部会の報告書[1]も基本的な考え方の３つの柱の一つ

「質の高いサービスを持続的に利用できる環境整備」

において、「障害者に対して必要な支援を確実に保
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切な補装具選択環境構築に資することにある。 

財政状況の厳しいなか、補装具制度についても必要な人に必要な機能・属性をも

つものを供給しつつ、制度を効率的な運用を行う必要がある。これに関連し、補装

具供給に要するコスト情報を、その機能・その他補装具の効用・不効用と関係の深

いと思われる属性と結びつけた形で示すことは重要な課題と考えられる。 

 

本研究では、完成用部品に着目し、近年高機能・高価格化が進んでいる骨格構造

義足を対象に、その具体的な機能と価格の対応状況を明らかにする。具体的には、

骨格構造義足機能区分表の記載情報に基づいて、機能区分を踏まえた部品価格のち

らばりの状況を確認し、部品の基本機能、その他の属性（主な材料、付加機能、メ

ーカー推奨適応身体機能レベル）毎の推定価格を算出した。  

 

 主な結論は下記のとおりである。  

・ 部品価格はその部品の属する機能区分やメーカー推奨適応身体機能レベルに強

く影響されることが示された。ただし、現状、属性の相違を考慮しても、なお

価格のちらばりがある可能性がある。  

・ 部品の機能・性質をより解りやすく示し、それらを踏まえた価格評価を容易に

するためには、機能区分表に示されている属性表示の更なる整理が必要である。

具体的には、（１）主な材料と付加機能の関係を検討する、（２）付加機能の

うち、ある程度一般性があり、複数の部品が持つと考えられるものについて、

当該情報の表示基準を整理する、（３）メーカー推奨適応対象身体機能レベル

表示方法の統一を図る、などが想定される。  

 

本研究の成果が、直接的には、属性毎の推定価格提示によって部品価格が機能性

質に見合ったものであるか（あくまで「同等の機能を有する」と思われる他の部品

との比較において割高であるかそうでないかという観点によるものであり、使用効

果との比較によるものではない）解りやすくなり、また今後の完成用部品制度を考

えるうえで参考となる資料を提示できると考えている。  



 

 

障するため、サービス提供を可能な限り効率的なも

のとすること等により、財源を確保しつつ、制度を

持続可能なものとしていく必要がある。」としてい

る。補装具制度についても必要な人に必要な機能・

属性をもつものを供給しつつ、制度を効率的な運用

を行うことが必要である。障害福祉制度における補

装具費の総額は平成24年度から 27年度の3年間の

間に、決定件数自体は減少（購入・修理併せて291,059

件 → 284,766件）購入のみではむしろ減少してい

るほどであるが、決定 1件当たりの平均金額は増加

しており（+3.4%）、金額総額については 271億円 → 

274億円と増加（+1.2%）、うち障害者自立支援法／

障害者総合支援法による公費負担額は 259億円 → 

264億円と増加（+1.7%）している1。これに関連し、

補装具供給に要するコスト情報を、その機能・その

他補装具の効用・不効用と関係の深いと思われる属

性と結びつけた形で示すことは重要な課題と考えら

れる。 

厚生労働省が定める基準2の補装具の価格構成要素

のうち、最も頻繁に機能の選択肢が更新されている

のが、義肢・装具・座位保持装置の構成要素である

完成用部品である。完成用部品は、厚生労働省によ

り認可され「完成用部品等の指定基準」に掲載され

た一定の機能を持つ構成部品であり、その種類数は

平成28年度現在、3000点以上（うち骨格構造義足用

は1211点）に上る。どの完成用部品を用いるかとい

う選択は、その補装具の機能等に大きく影響する。

また、価格面について、これらの種目の基本価格・

製作要素価格や他の種目の価格が 3年に一度価格の

見直しが検討されるのに対し、完成用部品は通例毎

年度新規指定申請や価格変更申請が行われ、またそ

                                                        
1
 福祉行政報告例（厚生労働省[2]）より算出。 

2
 この基準は、平成１８年９月２９日厚生労働省告示

第５２８号「障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律に基づく補装具の種目、購

入又は修理に要する費用の額の算定等に関する基準」

（厚生労働省[3]）ならびに障発０３３１第１３号平

成２９年３月３１日厚生労働省通知「障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に

基づく補装具の種目、購入又は修理に要する費用の

額の算定等に関する基準に係る完成用部品の指定に

ついて」（厚生労働省[4]）に定められている。 

の価格設定水準についても原価率や輸入通関時価格

（輸入部品の場合）等について確認は行われるもの

の価格の原案自体は完成用部品供給事業者の申請に

基づいている。図１は補装具種目・構造毎の完成用

部品価格の分布を平成22年10月1日適用価格と平

成27年4月1日適用価格との間で比較したものであ

る。縦軸の価格は対数変換した表示である。該当部

品価格の最高値や中位値など、高くなった種目・構

造も低くなった種目・構造もみられるものの、近年

骨格構造義足用部品に高価格のものが収載されてき

ている。完成用部品全体で告示価格が 100万円を超

えるものは、殻構造義手電動ハンド、エルボーユニ

ット計4品目であったのが、平成25年度以降骨格構

造義足用部品における 100万円を超える収載部品が

現れ、高機能・高価格の部品が徐々に増えつつある3。 

本研究では、補装具の機能と価格に大きく影響を

与える完成用部品のうち、上記のような価格的背景

をもち、さらに個々の部品の持つ機能等に関する元

データとして機能区分表を利用することのできる骨

格構造義足用のものを対象とし、各機能区分の基本

機能、その他の部品利用の効用に影響しうる各種属

性（主な材料、付加機能、メーカー推奨適応身体機

能レベル）毎の推定価格を算出する。 

この機能区分表とは、完成用部品の機能を区分に

分類し、凡ての収載骨格構造義足完成用部品につい

て該当する機能区分ならびに、メーカーの推奨する

利用者の身体機能レベル、メーカー名・型式、使用

者体重制限、主な使用材料、単体重量、基準価格、

メーカー保証期間、および特記事項として付加機能

等の情報を、機能区分表としてまとめたものである。

その初版（平成 26年度版）は、厚生労働科学研究費

補助金研究プロジェクト「補装具の適切な支給実現

のための制度・仕組みの提案に関する研究」（平成

                                                        
3
 福祉制度における補装具費にかかる完成用部品費を

包括的に把握しまとめた統計はないと思われるが、

こうした骨格構造義足完成用部品の高価格化の影響

もあってか、平成 24年度に障害福祉制度で支給され

た基準補装具の義足が 1本あたり平均 42.0万円であ

ったのが、平成27年度には45.8万円（+8.9%）とな

っている 。これは基準補装具全体の平均価格変化率

+2.9%より著しく大きい値である。 



 

 

25-27年度。研究代表者 井上剛伸）によって骨格構

造義足部品を対象として作成された（井上他 [7]、

児玉他[8]）。 

 

Ｂ．方法 

価格推定の元データとして、基本的には骨格構造

義足完成用部品機能区分の平成 28年度版（機能区分

数145、対象部品数1211）を用いる（本総括・分担

研究報告書所収「骨格構造義足完成用部品の機能区

分の整備」（担当研究分担者 山﨑伸也））。ただし、

平成28年度新規収載部品については、機能区分分類

に関する部品供給事業者への確認がまだできておら

ず、また主な材料、付加機能、メーカー推奨適応身

体機能レベルの情報の表示のある部品も一部に限ら

れることから、今回機能区分表に追加された 2つの

新たな機能区分に属する部品（P2040305に1品目、

P3050104に2品目の計3品目）以外のものを除いた4。

最終的な分析対象部品数は1148である。 

価格推定の方法は、次のとおりである。 

（１） 機能区分毎の部品価格の記述統計の確認 

（２） 価格分解式の推定 

（３） これらの結果の考察 

 

 （１）、（２）の方法を述べる。 

B-1.（１）機能区分毎の部品価格の記述統計の確認 

 機能区分毎に平均価格ならびに標準偏差、最高価

格・最低価格の平均価格との乖離状況を示す。 

 

B-2.（２）価格分解式の推定 

 完成用部品価格が、次のような線形の価格分解式

に分解できるものと仮定し、この式の各係数を回帰

分析により推定する。 

                                                        
4
 新設機能区分に属する部品については、これを回帰

分析の対象に加えても該当機能区分以外の属性の推

定価格に影響を及ぼさない。一般論として、ある新

設機能区分に複数の部品が該当し、かつその部品間

で機能区分以外の属性該当の有無に差異がある場合、

他の属性の推定価格に影響を及ぼしうる。今回の

P3050104に該当する2品目については現時点では機

能区分以外の属性にかかる表示がないため、この問

題は生じない。 

（価格分解式） 

完成用部品価格   

＝∑          ∑          ∑          

      ∑           

   

添え字5, 6 

s： 対象完成用部品の種類 

 （1211種類） 

h： 属性種別１：機能区分 

（機能区分コードP1010100, P1010200,･･･, 

P4020100C．145種類） 

 なお、現行の機能区分は、各コードの先頭

2文字によって下記のように分類される。 

 P1： 懸垂用部品 

人と義足のインターフェイスとしての役

割を補助する部品 

 P2： 股継手、膝継手、足継手、足部ならび

に関連部品 

生体の股関節、膝継手、足関節、足部の

機能を代償する部品  

 

i： 属性種別２：主な材料 

  機能区分表上で主な材料が複数挙げられて

いる場合、その組み合わせ毎に異なる属性

として扱った（例：「チタン・アルミ」、

「アルミ」、「チタン」はそれぞれ異なる

属性として扱う）。 

（145種類） 

                                                        
5
 添え字について、機能区分、主な材料、付加機能、

メーカー推奨身体機能レベルの内容の全体像につい

ては、表２を参照。 
6
 機能区分以外の属性について、統計処理上の理由か

ら機能区分表に記載されている一部属性を取り除い

て推計を行った。これは説明変数の行列の階数（rank）

ランクが全属性数を下回る、いわゆるランク落ちの

防止のため行った。例えば、ある複数の属性につい

てそれらの属性をもつ部品が完全に一致する場合、

ランク落ちが生じる。この場合回帰式の係数は不定

となるため、推計することができない。これを防ぐ

ために、機能区分を除く属性の凡てについて、説明

変数行列からその属性のデータを除去した場合と除

去しない場合とで階数の比較を行い、階数が一致す

る場合は該当属性を分析データから削除した。 



 

 

j： 属性種別３：付加機能 

機能区分の基本的な機能以外の付加機能・

特性など（91種類） 

ｋ：属性種別４：メーカー推奨適応身体機能レ

ベル 

メーカーの推奨する利用者の身体機能レベ

ル（6種類）。原則、米国保険制度におけ

る Kレベル（K1～K4の 4種類。表１参照）

による。 

ただし、この他に「中程度」「活発な歩行」

のKレベルによらない表示が含まれる。 

 

変数 

＜被説明変数＞ 

ys：第 s番目の部品の価格（本体価格。すなわち

補装具製作事業者への税抜販売価格） 

＜説明変数＞ 

説明変数は凡てダミー変数であり、各部品の

もつ属性に対応する変数は1、そうでない変数

は0の値をとる。 

    ：第 s番目の部品が 

機能区分hの部品である場合 1 

  そうでない場合0 

 現状一つの部品には一つの機能区分のみが

割り当てられているため、それぞれの部品

について値が1となる機能区分 hは必ず一

つである。 

    ：第 s番目の部品が 

材料 iを主な材料とする部品である場合 1 

  そうでない場合0 

 機能区分表上で主な材料が複数挙げられて

いる場合、その組み合わせ毎に異なる属性

として扱ったため、それぞれの部品につい

て値が1となる主な材料 iは一つ、または0

個である。 

    ：第 s番目の部品が 

付加機能 jをもつ場合 1 

  そうでない場合0 

  それぞれの部品について値が 1となる付加

機能の個数は0から複数個までを取り得る。

複数の付加機能をもつ部品については、複

数の jについて値が1となる点で、他の属

性種別と説明変数の扱いが異なる。 

    ：第 s番目の部品についてメーカーが 

身体機能レベル kまでの利用者を推奨適応

対象としている場合 1 

  そうでない場合0 

それぞれの部品について値が 1となる身体

機能レベル kは一つ、または 0個である7。 

 

係数 

説明変数が凡てダミー変数であることから、

各係数はそれぞれの属性に起因する価格とみな

すことができる。つまり、これらの係数を推定

することにより、各属性の推定価格が得られる。 

   ：機能区分hの基本機能に起因する価格 

   ：材料 iを主な材料とすることに起因する価

格 

   ：付加機能 jに起因する価格 

   ：身体機能レベル kまでの利用者を推奨適

応対象としていることに起因する価格 

 

 なお、この価格分解式は定数項を含まず、その代

わりに凡ての部品が、属性区分１についていずれか

1つの機能区分についてダミー変数    の値が1で

あるよう定式化している。 

推計には、機能区分毎の部品平均価格（単純平均）

の逆数を重みと加重最小二乗法を用いる。これは、

部品間で価格に大幅な隔たりが見られるため、不均

一分散の仮定が満たされないためである。推計のた

めのソフトウェアには、プログラミング言語のPython

（バージョン 3.6.1）のWindows用64ビット版に、

下記ライブラリを追加したものを用いた。 

 

numpy 1.12.1+mkl 行列演算に使用 

                                                        
7
 機能区分表上で、複数のKレベルが推奨身体機能レ

ベルとして挙げられている場合は、最も機能の高い

レベルをもとに設定した。例えば、身体機能レベル

K2～K4の利用者を推奨対象とする部品の場合、

                   ,           と設定。 



 

 

mklは scipy導入の要件の

ため導入 

scipy 0.19.0 F値、t値からの確率値算出

に使用 

pandas 0.19.2 Excelファイル操作に使用 

xlrd 1.0.0  Excelファイルの読み込み

に使用 

openpyxl 2.4.7 Excelファイルへの書き出し

に使用 

（倫理面への配慮） 

本研究では、個人情報を対象とした調査等は行わ

ないため該当しない。 

 

Ｃ．結果 

 機能区分価格の記述統計ならびに各属性に起因す

る価格の推計結果を表２に示す。 

C-1.（１）機能区分毎の部品価格の記述統計の確認 

 表２の「（１）記述統計」の欄には、各機能区分

の該当部品数、平均価格ならびに、該当する部品数

が3以上の機能区分について区分内価格のちらばり

を示す数値、すなわち、「標準偏差の区分平均価格

比」、「最高価格・最低価格それぞれの区分平均価

格と乖離幅の区分平均価格比」を示した。 

 該当部品数の内訳のうち、「付加機能を持つ部品」

は166（全部品の14.5%）、「推奨身体機能レベル表

示のある部品」は228（同19.9%）であった。このう

ち後者に該当する部品は凡て機能区分コードが「P2」

から始まるカテゴリ「股継手、膝継手、足継手、足

部ならびに関連部品」に限られているが、これは機

能区分表の構成上そのようになっている。同カテゴ

リの部品数419のうち約54.4%がこれに該当する。 

区分平均価格については区分間の差異が大きく、

区分平均価格が10万円を超える機能区分のほとんど

は、この「P2」で始まるカテゴリに属している。 

 区分内価格のちらばりについては、「区分価格の

標準偏差の区分平均価格比」の区分間単純平均が

45.0%と同一区分内でもそれなりにちらばりがあるこ

とがうかがえる。図２は、区分平均価格と区分内価

格のちらばりを示す指標の関係を示したものである。

横軸は区分平均価格が対数目盛の形で示されている。

区分平均価格6000円～10万円の機能区分では価格の

ちらばり（区分平均価格比）が特に大きく、その範

囲外では価格のちらばりが比較的小さい傾向を読み

取ることができる。 

 

C-2.（２）価格分解式の推定 

 表２の右に位置する「（２）価格分解式推定結果」

に結果が示されている。決定係数は0.333220 ながら、

F値は有意水準 5%のもとで臨界値を越えており（対

応する確率 0.1%未満）、凡ての係数が 0との帰無仮

説を棄却できるとの結果が得られている8。ただし、

部品の属性と価格分解式から算出される個々の部品

価格を再現した値の誤差率（＝（再現値－実際値）

÷実際値）については、表３に示すとおり誤差率の

標準偏差が 121.3%、誤差率の絶対値の平均が 48.0%

と小さからぬ誤差が生じている9。 

 各属性価格の推定値は、表２の「当該属性による

価格」に示されている。属性のうち、機能区分につ

いては全145区分のうち99（全機能区分の68.3%）

において係数が有意であった。主な材料については、

全39項目中12項目（30.8%）について係数が有意で

あった。「ステンレス」、「チタン・アルミ」、「ア

ルミ」、「チタン」、「アルミ・ステンレス」、「ア

ルミ・木」、「アルミ・カーボン」、「カーボンフ

ァイバー」、「コンポジット素材」、「シリコーン」、

「プラスチック」について有意かつ正の推定価格が、

「ウレタン」について有意かつ負の推定価格が得ら

れた。付加機能については、全89項目中9項目（10.1%）

について有意かつ正の推定価格が得られた。 

・「踵部と前支部からなるカーボン製プレートに、

ＡＰ・ＭＬ方向でのアライメント調整可能な接続

部を組み合わせている」（該当部品は、足継手・

足部一体型部品。以下同じ。） 

・「足関節連動」（単軸膝継手） 

                                                        
8
 以下、有意水準については5%を基準に「有意」か

否かについて言及する。 
9
 表３で誤差率の平均値は 0%にはならない。最小二

乗法を用いているのに 0にならないことは一見おか

しく見えるかもしれない。「誤差率」ではなく「誤

差」の平均値を算出すると0となる。 



 

 

・「蛇腹構造により膝屈曲伸展時の力を軽減する」

（懸垂ベルト、ライナー） 

・「股義足用フォームカバー固定部品含む」（スト

ッキング） 

・「継手一体型」（組合わせて使う足部） 

・「荷重応答型ブレーキ」（単軸膝継手） 

・「下腿部の形状をしている。」（膝継手用部品（保

護カバー）） 

・「センサー内蔵」（チューブ） 

・「スライド機能付き」（クランプアダブタ） 

有意でなかった項目では負の推定価格が算出された

項目もあった。メーカー推奨適応身体機能レベルに

ついては、全6項目のうち「K3」、「K4」が有意か

つ正の推定価格が得られた。さらに、全標本（1148）

中、メーカー推奨適応身体機能レベルについて表示

のある229個の部品のみを対象として推計を行って

みた。この推計では、推計対象部品を限定したこと

以外の点で、表２に示したベンチマーク推計から下

記の変更を行った。 

(i) メーカー推奨適応身体機能レベルの説明

変数を1個削除する、 

(ii) 標本数が大幅に減少し自由度が低下して

いることから、説明変数の数を絞った。

具体的には、主な材料、付加機能につい

ては、ベンチマーク推計で有意となった

21属性のみを使用した。 

 

（i）については、凡ての標本についてメーカー推

奨適応身体機能レベルのいずれかの変数 1つのみが

1で他は0となっていることから情報に重複が生じ

ており、ランク落ちを防止するため推奨適応身体機

能レベルを示す説明変数のいずれか 1つを基準とな

る属性として削除する必要があった。ここでは基準

属性として削除する説明変数について4通り（「K1」、

「K2」、「K3」、「K4」）の推計を行った。基準属

性の選択は、本質的に推計結果に影響を及ぼさず、

例えば決定係数、推奨適応身体機能レベルにかかる

推定価格間の差や（ここでは表示していない）推計

結果から算出される個々の部品価格の再現値等は全

く変わらないものの、個々の属性の推定価格の一部

は異なる値となることが考えられる。 

 （ii）については、主な材料、付加機能に関する

属性をベンチマーク同様に用いる設定で推計を行っ

たところ、自由度の低下から F検定において、凡て

の係数が0であるとの帰無仮説を棄却できない結果

となった。そこで、このような対応をした。 

この推計の結果のうち、推奨適応身体機能レベル

属性の推定価格に掛かる結果を表４に示す10。各属性

の推定価格自体は、基準属性を K1～K4のいずれと

するかによって異なる結果であったものの、K1～K4

のなかで身体機能レベルの高い属性のほうが推定価

格は高い結果となった。また、各身体機能レベル間

の価格の差額は推計間で変わらなかった。有意とな

る属性は基準属性の選択によって変わるものの、「K1」、

「K2」、「K3」、「K4」のいずれもが有意となる場

合があることが確認された。基準属性を「K1」また

は「K2」とした場合は「K3」、「K4」が有意になり、

基準属性を「K3」または「K4」とした場合は「K1」、

「K2」が有意になるという結果を得た。 

 

Ｄ．考察 

・現状、機能区分価格内での価格のちらばりがある

ことが確認された。これは単純に区分内価格のち

らばりがあるのみならず、機能区分の基本機能と

その他の属性（主な材料、付加機能、メーカー推

奨適応身体機能レベル）を考慮してもなお価格の

ちらばりがあると考えられる。 

・上記に関連し、部品の属性毎の推定価格は一応算

出できたものの、まだ誤差が大きいと考えられる。 

・属性のうち、主な材料、付加機能については、現

在部品間（または基礎情報を提供してくださった

部品供給事業者間）で十分に整合性が取れた内容

になっていないことが考えられる。ある部品につ
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 （i）の措置で1個、（ii）の措置で 107個説明変数

を減らしたことに加え、対象標本数が減ったことか

ら更にランク落ちの対象となる説明変数を減らす必

要がある。更に5個の説明変数を減らすこととなり、

最終的に「推奨適応身体機能レベル表示のある部品

のみを対象とした推計」における説明変数の数は 61

個となった。 



 

 

いて表示のある属性（例えば、付加機能の「防水

加工」）が表示されていない部品が必ずしも当該

属性を持っていないとは限らないと考えられる。 

・主な材料については、複数材料を使用する場合の

記載基準を今後整備していくことで整合性を向上

できると考えられる。また、価格として考えるた

めには本来材料が何かということよりも、その材

料を用いることによりどういった付加機能・性質

が実現されるかを考えるのが本質的であろう。今

回の推計では「主な材料」を原則凡て価格算定対

象候補としたが、カーボン、チタン、アルミとい

った材料のもつ性質からもたらされる付加機能・

性質に置き換えて分析するか、それが難しい場合

も追加的な付加機能・性質に直結しそうな材料に

絞って推計対象とするほうが良いと考えられる。 

・付加機能については、そもそも機能区分の基本機

能に含まれない機能であるため整理が難しい面も

あるが、防水機能、角度調整機能などある程度の

一般性が考えられる機能については表示基準を整

備することで、部品の機能・性質をより適切に示

すことができると考えられる。 

・メーカーの推奨する適応身体機能レベルについて

は、価格に有意に影響を及ぼしていることが確認

できた。現状、Kレベルによる表示を原則としつ

つも、他の表現での表示（推定価格が有意となっ

たものはなかった）の部品や、機能区分カテゴリ

「股継手、膝継手、足継手、足部ならびに関連部

品」のなかでも表示のない部品等があった。特に

適応身体機能レベル想定のないケースも含めて、

適応身体機能レベルの表示方法を統一的なものに

していくことで、部品価格との関係が解りやすく

なると考えられる。 

・今回の分析では、線型モデルによる価格推定を行

った。この方法は、長所として属性毎の推定価格

を解りやすい形で得ることができる反面、属性毎

の価格への影響の大きさが金額単位で一定という

仮定が前提となる点で現実的でないかもしれない。

例えば、主な材料の選択により何円価格が増減す

るかは、部品の大きさ（部品１個あたりの材料必

要量）等によって左右されるのが通常であろう。

この点、今後の検討課題である。 

・また、今回機能区分表に表示されている、部品の

重さや利用者体重の上限の属性は使用しなかった。

これは、前項との関連で 1g（あるいは 1kg）の重

さの増減が価格に与える影響の大きさをどのよう

にモデルなのかで描写するか（例えば、線型モデ

ルでいいのか、など）の問題、部品の重さとその

重さを犠牲にして追加された付加機能等との関係

を慎重に検討する必要があることなどから今回は

見送った。この点も今後検討したい。 

 

Ｅ. 結論 

 骨格構造義足に着目し、当該補装具用の完成用部

品を対象に機能区分を踏まえた部品価格のちらばり

の状況を確認し、部品の基本機能、その他の属性（主

な材料、付加機能、メーカー推奨適応身体機能レベ

ル）毎の推定価格を算出した。 

 主な結論は下記のとおりである。 

・部品価格はその部品の属する機能区分やメーカー

推奨適応身体機能レベルに強く影響されることが

示された。ただし、現状、属性の相違を考慮して

も、なお価格のちらばりがある可能性がある。 

・部品の機能・性質をより解りやすく示し、それら

を踏まえた価格評価を容易にするためには、機能

区分表に示されている属性表示の更なる整理が必

要である。具体的には、（１）主な材料と付加機

能の関係を検討する、（２）付加機能のうち、あ

る程度一般性があり、複数の部品が持つと考えら

れるものについて、当該情報の表示基準を整理す

る、（３）メーカー推奨適応対象身体機能レベル

表示方法の統一を図る、などが想定される。 

 

本研究の成果が、直接的には、属性毎の推定価格

提示によって部品の機能・属性を踏まえたうえでの

価格の評価（あくまで「同等の機能を有する」と思

われる他の部品との比較において割高であるかそう

でないかという観点によるものであり、使用効果と

の比較によるものではない）をしやすくなり、また

今後の完成用部品制度を考えるうえで参考となる資



 

 

料を研究の立場から提示できると考えている。また

今回用いた手法は、機能区分表にその部品の効用・

不効用につながる機能・属性情報に依存しており、

今後の機能区分表の属性表示基準等の整備に期待し

たい。 

今回の研究では価格分解式の形状やそこに含める

属性について、十分でない点があった。今後この点

を考慮し研究を進めたい。 
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図１ 完成用部品価格の変化（平成22年10月1日適用価格と平成 27年4月1日適用価格の比較） 

※厚生労働省通知「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく補装具の種目、

購入又は修理に要する費用の額の算定等に関する基準に係る完成用部品の指定について」障発１００１第

２号平成２２年１０月１日（厚生労働省[5]）および障発０３３１第６号平成２７年３月３１日（厚生労

働省[6]）より作成 
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表１．利用者の機能レベル（Kレベル） 

Kレベル 機能概要 

K0 介助の有無にかかわらず、安全に歩行又は移動する能力がなく、

義肢によって QOL又は可動性が向上しない。 

K1 一定の歩調で平坦面を歩行又は移動するために義肢を使用する

能力又は潜在能力がある。限定的又は制限のない家庭内歩行者。 

K2 縁石、階段、又は凹凸のある面などの低い環境障壁を越えて歩

行する能力又は潜在能力がある。限定的な地域内歩行者。 

K3 種々の歩調での歩行能力又は潜在的な能力がある。殆どの環境

障壁を越える能力又は潜在能力を有し、単純な運動以上の義肢

を必要とする職業、治療、又は運動活動ができる。 

K4 基本的な歩行能力を超える義肢歩行の能力又は潜在能力があり、

高い衝撃、ストレス、又はエネルギーに耐える能力を呈する児童、

活動的な成人、又は運動選手など。 

  出典：井上他[2] 
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図２ 区分内平均価格水準と価格のちらばり 
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区分平均価格（単位：円） 

区分価格標準偏差÷区分平均価格                

（区分最高価格－区分平均価格)÷区分平均価格 

（区分平均価格－区分最低価格)÷区分平均価格 



 

 

表３ 部品属性と価格分解式から得られる個々の部品価格を再現した値の誤差率 

（ （再現値－実際値）÷実際値 ） 

 

  
 誤差率 同絶対値 

 

最大値 +2374.1% 2374.1% 
 

平均値 +29.7% 48.0% 
 

中位値 +1.4% 22.7% 
 

最小値 -85.1% 0.0% 
 

標準偏差 121.3% 115.3% 
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